
女性のためのつながりサポート事業 【岩手県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 14,795 千円

交付金額 11,096 千円

事業番号 ２

◆本県の労働者の賃金や非正規職員・従業員の割合は、男女間
格差があり、女性は貧困等生活上の困難に陥りやすい
◆ 新型コロナウイルス感染症の長期化の影響により、孤立や生活
困窮などの様々な困難を抱える女性が顕在化、回復まで時間を要
する
◆ 女性の多様な相談支援ニーズに対応できるきめ細かい包括的
な相談支援体制を構築する必要

◆新規相談件数
目標 450件 ⇒ 実績 196件

◆連携団体数
生理用品提供数
目標   37団体以上 ⇒ 実績 37団体

4,000パック以上  4,000パック

◆ 孤独・孤立で不安を抱える女性を支援するため、支援拠点で
ある「いわて女性のスペース・ミモザ」を設置し、相談の受付、居
場所づくり、女性用品の提供を実施
◆ 岩手県男女共同参画センタ－の相談機能と連携
◆ 居場所づくり（定例サロンの開催）では、ミモザの花を使った小
物等の手作り体験を企画するなど、参加者同士の会話が弾むよ
うなきっかけづくり、参加しやすさに配慮

◆いわて女性の活躍促進連携会議構成団体（20団体）

岩手県商工会議所連合会、岩手県中小企業団体中央会、岩手県商工会
連合会、一般社団法人岩手経済同友会、一般社団法人岩手県経営者協
会、岩手県中小企業家同友会、一般社団法人岩手県銀行協会、岩手県信
用金庫協会、岩手県農業協同組合中央会、岩手県漁業協同組合連合会、
一般社団法人岩手県農業会議、岩手県森林組合連合会、一般社団法人
岩手県建設産業団体連合会、岩手県消防長会、認定NPO法人いわて子育

てネット、特定非営利活動法人参画プランニング・いわて、岩手労働局、岩
手県男女共同参画センター、ジョブカフェいわて、岩手県

◆窓口を周知
◆ 設置から４年目を迎え、広報や新支援を必要とする女性にリー
チするため、生理用品提供時に、ミモザのチラシを同封し、ミモザの
相談聞報道等の効果もあり、ミモザの認知度が定着し、相談件数
は年々増加傾向にある（R7：2,554件、:R6：2,311件）
◆相談内容は、家庭内の人間関係や心身の健康、経済的な不安
に関する悩みが多く、利用者からは「誰にも話が出来ず悩んでいた
が話せてよかった」等の意見が寄せられている

◆女性が抱える様々な困難を受け止め、寄り添った支援を行うミ
モザの取組は、女性一人ひとりの安心感の醸成や課題の解決に
向けた糸口に結びついていることから、継続した実施が必要
◆ 引き続き、アウトリーチ型相談の充実に取り組むとともに、女性
が安心して相談できる体制づくりの構築が必要
◆ 市町村、市町村社会福祉協議会、民間団体（ＮＰＯ法人等）と
の連携体制の構築（継続）



事業の概要

２ 女性のためのつながりサポート事業

孤立や生活困窮などの様々な困難を抱える女性を支援するため、支援拠点「いわて女性のスペース・ミモザ」を設
置し、相談窓口の設置、居場所づくり（定例サロンの開催）、女性用品の提供を実施
（設置期間：令和７年４月１日～令和８年３月31日）

【委託先】 NPO法人インクル・いわて
【実 績】

相談件数 2,554件

居場所（サロン）
24回 134人利用

県内２箇所 １個所あたり月１回開催

出張相談 72回 72人利用

女性用品提供
4,000人分を提供

（ミモザ、市町村窓口、大学等で提供）

居場所（サロン）参加者の作品紹介
（ミモザホームページより）

居場所（サロン）の様子
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